
平
和
行
進
が
や
っ
て
き
ま
す
。

５
月
６
日
、
東
京
夢
の
島
を
出

発
し
た
２
０
１
６
年
平
和
行
進

は
、
19
日
に
静
岡
県
に
入
り
ま

し
た
。
今
年
は
静
岡
県
平
和
委

員
会
か
ら
、
小
林
和
江
さ
ん
、

松
永
洋
子
さ
ん
の
二
人
が
参
加

し
て
い
ま
す
。
昨
年
、
東
京
～

広
島
を
歩
き
貫
い
た
松
永
洋
子

さ
ん
、
今
年
は
静
岡
市
平
和
委

員
会
の
一
員
と
し
て
、
北
海
道

～
東
京
間
を
元
気
に
歩
い
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
声
援
と
激
励
の
カ

ン
パ
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

オ
バ
マ
大
統
領
が
広
島
を
訪

れ
ま
す
。
安
倍
首
相
は
「
核
兵

器
を
な
く
す
た
め
、
大
統
領
と

全
力
を
尽
く
し
た
い
」
と
語
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
そ
の
裏
で
、

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
開
か
れ
て
い
る

核
軍
縮
の
進
展
を
目
指
す
国
連

の
作
業
部
会
で
は
、
日
本
の
佐

野
軍
縮
大
使
は
メ
キ
シ
コ
な
ど

９
か
国
が
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」

の
締
結
を
求
め
た
の
に
真
っ
向

か
ら
反
対
し
、
核
廃

絶
の
流
れ
に
ブ
レ
ー

キ
を
か
け
る
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。

国
連
に
加
盟
す
る

圧
倒
的
多
数
の
国
と

と
も
に
、
私
た
ち
平

和
委
員
会
の
会
員
は
、

草
の
根
か
ら
の
核
兵

器
廃
絶
の
声
を
揚
げ

続
け
ま
し
ょ
う
。

一
歩
で
も
、
二
歩
で

も
、
ご
い
っ
し
ょ
に
！
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戦
後
70
年
、
私
は
３

つ
の
安
保
を
経
験
し
た
。

学
生
時
代
に
60
年
安
保

を
、
若
い
現
職
の
頃
70

年
安
保
を
、
そ
し
て
昨

年
、
15
年
安
保
を
で
あ
る
。
60
年

安
保
で
は
、
大
学
は
殆
ど
休
校
状

態
で
、
連
日
、
国
会
周
辺
や
銀
座
、

青
山
の
大
通
は
「
安
保
反
対
！
」
、

「
岸
内
閣
倒
せ
！
」
の
集
会
や
激

し
い
〝
渦
ま
き
デ
モ
〟
で
埋
め
尽

く
さ
れ
た
。

昨
年
９
月
14
日
、
国
会
前
集
会

で
55
年
前
と
は
違
う
光
景
を
目
に

し
た
。
違
憲
ま
み
れ
の
「
戦
争
法
」

に
抗
議
す
る
、
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ
Ｄ
Ｓ
の

若
者
や
若
い
マ
マ
さ
ん
た
ち
の
、

静
か
だ
が
憤
怒
に
み
ち
た
強
い
眼

差
し
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
あ
る
。

《
可
決
》
後
も
、
人
々
は
抗
議
の

輪
を
解
こ
う
と
し
な
い
。
そ
こ
に

は
怒
り
は
あ
っ
て
も
、
挫
折
も
諦

め
も
な
い
。
安
倍
政
権
は
い
ま
、

民
主
主
義
を
深
く
学
ぶ
、
生
き
た

《
教
材
》
を
提
供
し
て
い
る
。
私

た
ち
は
こ
こ
で
、
ま
た
と
な
い
歴

史
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
立
ち
会
う

時
を
生
き
て
い
る
の
か
と
思
う
。

風の
子

15年安保に思う―３つの安保― 佐藤 博明
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兵士は何を守って死んだのか？

昨年の夏、瀬戸内寂聴さんと美輪明

宏さんの対談が放映された。折から戦

争法が大きな問題となっていた。「どんなことがあっ

ても戦争をやってはいけない」と語り合う二人だった

が、その中で、少年だった美輪さんの語る戦争体験が

強く心に残った。

出征兵士の母親が、列車が出る寸前になって汽車の

デッキに立っている息子の足にしがみつき、「どんな

ことがあっても死ぬなよ」と叫んだ。それを見た憲兵

に、母親は引きずり倒され鉄柱にひたいをぶつけた。

その光景を見ながら死地に赴いていった兵士の顔が忘

れられないという。

「戦地で死んだ息子が最後に見た母親が、憲兵に突

き飛ばされて血だらけになった姿。情けないじゃあり

ませんか」と、涙をこらえながら語った美輪さん。

先の戦争の本質を表しているエピソードだと思う。

母親を守らずして誰を守るのか？ 何を守るのか？

合戸 政治

つむじ風

〈
国
の
た
め
〉
と
嘘
を
言
う
な
聖
五
月

―

篠
原

三
郎

―

一歩でも
二歩でも
ごいっしょに！

国民平和大行進
2016年

戦争法廃止２０００万署名６月30日まで延長

総がかり行動実行委員会が呼び掛けた「戦争

法廃止を求める統一署名」は、１２００万筆を

超え、静岡県で１８３,７５７筆集計されまし

た。静岡市平和委員会も他団体と協力し、更に

広げてゆくことを理事会で確認しました。

憲
法
記
念
日
の
５
月
３

日
、
「
明
日
を
決
め
る
の

は
私
た
ち
！
平
和
と
い
の

ち
・
人
権
を
！
５
・

３
静
岡
総
が
か

り
行
動
」
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
掲

げ
、
静
岡
で
は

第
３
弾
と
な
る

総
が
か
り
行
動

が
行
わ
れ
、
９

０
０
人
の
市
民

が
集
ま
り
ま
し

た
。今

度
の
選
挙

で
自
公
政
権
を
政
権
の
座

か
ら
引
き
ず
り
下
ろ
す
た

め
、
「
野
党
は
共
闘
！
選

挙
に
行
こ
う
！
」
と
、
常

磐
公
園
で
集
会
。
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
、
若
手
弁
護
士
な

ど
４
名
が
ス
ピ
ー
チ
、

民
新
・
平
山
（
代
理
）
、

共
産
・
鈴
木
千
佳
、

社
民
の
野
党
が
連
帯

あ
い
さ
つ
。
そ
の
あ

と
青
葉
通
り
、
呉
服

町
通
り
を
パ
レ
ー
ド

し
、
市
民
に
コ
ー
ル

で
よ
び
か
け
ま
し
た
。

午
後
に
は
、
労
政

会
館
で
静
岡
県
憲
法

会
議
主
催
の
「
憲
法

を
考
え
る
市
民
の
集
い
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。

事
務
局
長

三
輪
矩
正

戦争法廃止！
総がかり行動第３弾

↑
２
０
１
６
年
５
月
２
日
・
朝
日
俳
壇
よ
り

↑2016年５月21日、北海道で一番長い平和大行進。

４回目の休憩中、札幌市内で。



私
は
大
正
14
年
５
月
23
日
、
安
西

三
組
町
に
生
ま
れ
、
本
通
り
の
親
方

に
つ
い
て
漆
職
人
に
な
っ
た
。
漆
が

早
く
乾
く
と
縮
ん
で
う
ま
く
な
い
。

湿
度
が
高
い
と
乾
か
な
い
。

漆
が
な
く
な
り
親
方
と
一
緒
に

塩
竈
神
社
（
宮
城
）
、
平
安
神
宮

し
お
が
ま

（
京
都
）
と
渡
り
歩
い
た
。
静
岡
へ

帰
っ
て
き
た
が
仕
事
が
無
い
。
勲
章

箱
（
日
支
事
変
が
始
ま
り
）
を
塗
る

仕
事
を
し
た
。
中
国
か
ら
輸
入
し
た

も
の
で
質
が
よ
く
な
か
っ
た
。

青
年
学
校
（
田
町
小
学
校
）
へ
も

行
っ
た
が
、
軍
事
訓
練
ば
か
り
、
米

は
当
時
自
分
に
つ
い
て
ま
わ
る
。

（
配
給
制
）
ど
こ
へ
行
く
に
も
住
所
、

仕
事
も
そ
の
た
め
に
勝
手
に
変
え
ら

れ
な
い
。

背
は
低
く
、
仕
事
に
就
い
て
い
た

の
で
、
徴
用
は
く
る
わ
け
が
な
い
、

と
気
楽
に
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
昭
和

17
年
（
17
歳
）
４
月
封
書
が
届
い
た
。

あ
け
て
び
っ
く
り
「
徴
用
ヲ
命
ズ
」
。

４
月
29
日
（
当
時
天
皇
誕
生
日
）
身

体
検
査
。
イ
ヤ
ダ
ナ
ー
、
イ
ヤ
ダ
ナ
ー

と
思
っ
て
い
た
が
、
「
異
常
ナ
シ
」

の
結
果
。
駒
形
神
社
で
「
武
運
長
久
」

を
祈
り
、
時
の
市
長
よ
り
３
円
の
餞

別
金
を
も
ら
っ
た
。

５
月
２
日
、
「
豊
川
海
軍
工
廠
ニ

勤
メ
ル
コ
ト
ヲ
命
ズ
。
豊
川
工
廠
は

60
万
坪
、
建
設
費
８
億
円
（
当
時
）

私
は
１
０
０
円
札
も
見
た
こ
と
も
な

か
っ
た
。
賃
金
は
50
銭
、
労
働
者
６

万
人
、
半
分
は
女
性
。
朝
鮮
人
、
囚

人
も
い
た
。
二
年
に
一
回
、
作
業
服

の
配
給
が
あ
っ
た
。
「
大
き
く
て
し
ょ

う
が
な
い
」
と
言
っ
た
ら
、
「
バ
カ

ヤ
ロ
ー
。
テ
メ
エ
ノ
体
ヲ
服
ニ
合
ワ

セ
ロ
！
」
と
。
び
っ
く
り
し
ち
ゃ
っ

た
。豊

橋
駅
か
ら
工
廠
行
き
の
電
車
に

乗
る
と
、
そ
の
ま
ま
構
内
へ
。
周
り

は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
囲
ま
れ
、
外
か

ら
は
見
え
な
い
。
門
は
三
か
所
し
か

な
い
。
志
願
者
は
手
当
が
よ
い
。
徴

用
工
は
寮
に
入
り
、
待
遇
は
悪
い
。

17
歳
の
小
僧
も
寮
住
ま
い
。
寮
内
は

す
べ
て
軍
隊
式
。
ま
ず
い
芋
に
も
助

け
ら
れ
た
。
人
間
と
い
う
も
の
は
腹

が
減
る
と
な
ん
で
も
食
っ
ち
ゃ
う
の

も
の
だ
。

運
よ
く
光
学
部
へ
配
属
。
こ
こ
は

プ
レ
ス
で
手
を
と
ら
れ
る
と
い
う
こ

と
は
な
か
っ
た
。
双
眼
鏡
、
機
関
銃

に
使
う
レ
ン
ズ
を
磨
く
。
レ
ン
ズ
は

ド
イ
ツ
か
ら
輸
入
。
の
ち
に
吉
原

（
鈴
川
）
に
工
場
が
疎
開
し
、
一
時

間
半
か
け
て
通
っ
た
。

オ
シ
ャ
カ
に
す
る
と
ひ
っ
ぱ
た
か

れ
た
。
「
コ
ノ
ヤ
ロ
ウ
ー
、
オ
シ
ャ

カ
ニ
シ
ヤ
ガ
ッ
テ
、
ド
ウ
ス
ル
ン
ダ
」

工
場
の
中
は
、
泥
棒
が
多
く
、
ま
る

で
し
ょ
う
が
な
か
っ
た
。

19
歳
で
徴
兵
検
査
、
淋
病
に
か
か
っ

て
い
る
と
、
ス
リ
ッ
パ
で
た
た
か
れ

て
い
た
。
５
尺
足
ら
ず
の
身
長
だ
っ

た
の
で
、
“
寸
足
ら
ず
”
と
言
わ
れ

た
が
、
第
３
丙
種
で
合
格
。
周
り
の

工
員
ま
で
も
が
「
寸
足
ら
ず
」
と
私

を
ば
か
に
し
た
。
こ
う
し
て
今
み
な

さ
ん
に
お
話
で
き
る
こ
と
、
幸
せ
で

す
。昭

和
20
年
、
毎
夜
米
軍

の
空
襲
。
夜
眠
れ
な
い
の

で
仕
事
を
休
む
と
ブ
ッ
タ

タ
カ
レ
タ
。
そ
う
い
う
状

況
で
も
、
「
日
本
ハ
勝
ッ

テ
イ
ル
」
と
思
っ
て
い
た
。

６
・
20
の
静
岡
大
空
襲
。

こ
の
日
、
昼
勤
で
家
で
寝

て
い
た
。
十
二
間
通
り
に

火
の
手
が
上
が
る
。
田
町

あ
た
り
は
畑
が
多
く
、
引

い
て
い
た
大
八
車
が
畑
で

ひ
っ
く
り
返
る
。
「
魚
長
」

の
と
こ
ろ
に
落
ち
た
米
軍

機
に
は
人
形
の
よ
う
な
白

い
兵
が
乗
っ
て
い
た
。
河
原
に
落
ち

た
米
機
の
兵
に
群
衆
が
石
を
投
げ
た

り
、
小
便
を
ひ
っ
か
け
た
り
し
て
い

た
。
田
町
小
学
校
で
母
、
弟
た
ち
に

出
会
え
た
。

昭
和
20
年
８
月
15
日
、
天
皇
の
言

葉
を
聞
き
、
「
勝
っ
た
。
勝
っ
た
。
」

と
。
あ
と
で
、
み
ん
な
泣
い
た
。
レ

ン
ズ
を
磨
く
の
に
使
う
ア
ル
コ
ー
ル

を
飲
ん
だ
、
若
者
ま
で
。
磨
い
た
レ

ン
ズ
を
「
ア
メ
公
に
と
ら
れ
て
た
ま

る
か
」
と
た
た
き
割
っ
た
。

一
時
金
７
円
も
ら
っ
て
退
職
。

◇
体
験
を
聞
い
て
◇

こ
こ
で
は
多

く
の
県
民
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

「
戦
争
っ
て
何
だ
」
に
対
す
る
答
え

が
多
く
の
言
葉
で
語
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
を
形
に
す
る
こ
と
が
私
た
ち
が

継
ぐ
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
（
鈴
木
正
）
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軍
国
少
年
の

戦
争
記
憶

中
村

貞
一

工
業
学
校
２
年
の
時
、
若

い
教
師
は
徴
兵
さ
れ
、
３
年

生
以
上
の
学
生
は
軍
需
工
場

へ
動
員
さ
れ
た
。
教
科
は
主

に
軍
事
教
練
で
軍
人
勅
諭
の

丸
暗
記
や
強
い
立
派
な
兵
隊

作
り
の
連
続
だ
っ
た
。

１
９
４
５
年
６
月
20
日
午

前
１
時
頃
、
駅
南
方
面
か
ら

焼
夷
弾
攻
撃
を
受
け
、
次
第

に
市
街
地
の
両
側
・
安
倍
街

道
筋
に
沿
っ
て
北
上
し
投
下

さ
れ
、
火
災
に
依
る
強
風
に

煽
ら
れ
瓦
程
の
火
の
粉
に
見

舞
わ
れ
た
。
「
各
自
の
建
物

は
天
皇
陛
下
の
物
だ
か
ら
死

守
せ
よ
」
と
命
令
さ
れ
死
を

覚
悟
し
た
。
街
中
で
黒
焦
げ

の
焼
死
体
を
見
て
も
動
じ
な

い
軍
国
少
年
に
な
っ
て
い
た
。

こ
の
空
襲
で
兵
隊
が
戦
死
し

た
と
の
噂
は
聞
か
な
い
。

学
校
は
焼
け
残
っ
た
が
軍

隊
の
作
業
場
と
な
り
、
毎
日

焼
け
跡
の
片
付
け
と
農
家
へ

の
勤
労
奉
仕
だ
っ
た
。
清
水

の
空
襲
で
焼
け
残
り
缶
詰
を

拾
い
開
缶
す
る
と
、
蕗
（
ふ

き
）
を
茹
で
た
様
な
物
だ
っ

た
。
煮
て
も
焼
い
て
も
グ
ニ
ャ
ッ

と
し
「
世
の
中
に
こ
ん
な
不

味
い
食
べ
物
が
有
っ
た
の
か
」

と
呆
れ
る
ば
か
り
だ
っ
た
が
、

で
も
食
べ
る
物
が
無
く
数
日

間
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
（
戦
後
知
っ

た
）
が
食
卓
の
主
役
に
な
り

閉
口
し
た
。

８
月
15
日
、
終
戦
の
ラ
ジ

オ
放
送
で
大
人
達
が
「
戦
争

は
負
け
た
。
男
は
金
玉
を
抜

か
れ
、
女
は
鬼
畜
米
英
の
妾

に
な
る
」
と
大
騒
ぎ
。

狂
気
の
軍
国
主
義
教
育
に

は
「
平
和
」
を
思
考
す
る
選

択
肢
は
無
く
、
軍
国
少
年
を

大
量
生
産
し
た
恐
ろ
し
さ
を

痛
感
す
る
。
再
び
非
人
間
的

な
戦
争
を
起
こ
し
て
は
な
ら

ぬ
と
思
っ
た
。
現
在
も
青
少

年
達
が
テ
ロ
の
自
爆
要
員
と

し
て
死
ん
で
ゆ
く
報
道
に
、

か
っ
て
の
少
年
期
を
ダ
ブ
ら

せ
心
を
痛
め
る
毎
日
で
あ
る
。

読
者

の
声

体験語り
松永 一男さん（90歳）

羽鳥在住

“寸足らず”と ― 豊川海軍工廠―

↑平成28年４月17日(日)アカデ美和で戦争体験を語る松永一男さん


